
●大山は今からおよそ100万年前から始まった火山活動によって形
成されてきました。大山の噴火や地球の氷河期、気候の温暖化、冷
涼化、湿潤化などの様々な気象変動が廻る中で、ブナを含む様々
な生き物が栄枯盛衰してきました。現在の大山はその高低差によ
り、日本北部と南部に分布する様々な生き物が生息しています。
●ブナなどの様々な生き物たちの営みと共に土や水が循環してい
ます。大山の地下から湧き出す湧水は、オオサンショウウオなど
の川に生息する生き物や、ワカメやサザエなど海の生き物にとっ
ても欠かせない山からの恵みです。

なぜ大山には多様な生態系が育まれているのか？

大山（だいせん）は、NHK「日本名峰ランキング」で、富士山、槍ヶ岳に続
き第3位。標高1729ｍ、別名「伯耆富士（ほうきふじ）」とも呼ばれています。
昭和11（1936）年に、国立公園に指定され、その後、蒜山、隠岐の島、島根
半島、三瓶山が追加指定されて「大山隠岐国立公園」となりました。


